
/口●・rJレスによる感染性胃腸類 予路対策にご協力を
'ノロウイルスによる感染性胃賜炎は 冬場から薔先にか|プで流行する傾向わち り おうl■・ T痢などの症状

が見られる感染症です 以下Q予 嚇 J策に日拐力ください

1、 しっかりと眈 手洗いを同行すること

(1)外出から帰宅したとき (2)トイレの使用後 (3)調理や食事の前など 石けんを使用して 指先

指の間 爪 手首までしつかりと手洗いを行いましょう。

※手洗い終了
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十的です

2、 おう吐詢鰤 は適切に処理すること

おう吐物 "泄物 (おもつを含む)を処理する際は その汚物自体が感染性のものであるという前提で処理

する必要があります。汚物を処理した人が/ロウイルスに感染しないよう事前に準備 (●い捨てのマスク 手袋

などの着用)をしっかり行いましょう。以下 おう吐物等の処理 (消毒を含む)の
「

業イメーシです。

O汚綺が||う していた床及びそ

の周囲は 01%次重塩素酸ナ ト

リウムを染みこませたペーパー
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で浸すように拭き その後

袋に人ね鷺 つて魔棄しまi

※次亜塩栞酸す トリウユ (壇素系漂自剤)の使用に当た0て は itt用 卜の注き,を確認しまし|う

3、 ドアンス トイレの更座など環日0肖毒も重要です
ノロウイルスま感染力が強いため 人の手などを介して アヽノブ トイレの使座及び調理器具など様々な環

境に付着し 入への時 をうかかつています。0 02%次 亜塩素酸ナトリウムを染み込ませたベーバー

タオルなどを用い 必要に応し̈ 消号を行いましょう。
※次亜塩栞酸ナ トリウム 低 素千漂白剤)は金風軒食性があるので 消毒機は 業剤の状き取 ,を十分にするよう言きしてくださ|、

4、 消彗波の作り方 は 應月塩素系漂白剤lFomを原液と1/Faal

おう吐物 ,1泄物等を処理する際に使用
(0 1%)

500■ 1のベットボトル υКを入れ キャップ2杯 (約

1 0ml)の漂易 を力嗅 る

ドアノブ トイレの僣座など環境などに使用

(0 02%)

10のベットボトルこ水を入れ キャップl杯 (約 5■ 1)

の漂白斉,を力嗜 る
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トボ トルで1‐した消議液は 0%消議薇と表示したうえ一度に全部使い切るなど子供などの誤飲防11`万 全を期して下さい


